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まちを動かす「ひと」の活動や
協働を進める市の取り組みを
紹介します！

市民協働市民協働のの市民協働市民協働ののままちち
動動かかすす！！
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協働事業ではどんな取り組みをしていますか？

社会福祉法人あいの実
専務理事　久保潤一郎
さん（写真右）、阿部
美穂さん

地域の課題解決やまちの魅力向上につなが
る事業提案を募集し、提案団体と市が協働
で取り組む「市民協働事業提案制度」。今
回は、令和７・８年度採択団体である「社
会福祉法人あいの実」にお話を伺いました

「「誰も取り残されない仙台」誰も取り残されない仙台」
を目指してを目指して

第３回  

社会福祉法人あいの実はどんな団体ですか？ 市と協働するメリットは？

市が感じる協働のメリット（障害者支援課）

●対象や応募方法など詳しくは14ページをご覧
ください

令和９年度　市民協働事業提案制度募集！

仙台市政だより　令和８年（2026年） ６月号

　医療的ケアが必要な方や重症心
身障害児者と、その家族の支援に
取り組んでいます。通所施設の運
営や訪問介護、相談支援などを実
施しているほか、障害のある方の
家族が働けるカフェの運営などを
通じて、家族の就労支援や地域共
生の場づくりに取り組んでいます。

▲交流イベントでは、実体験や
悩み事について話をし、参加者
同士で考え、共有しました

　医療的ケア児者などの家族が感じている社会的孤立
や不安を解消するため、「ほのぴあ」と題し、同じ経
験を持つ人同士が支え合う「ピアサポート」を行って
います。昨年度からあいの実のカフェで働く母親が相
談員となって、交流イベ
ントや個別相談を実施。
同じ境遇の方とのつなが
りや支え合いの輪が広が
っており、今後は継続的
な支援の仕組みとして地
域に定着することを目指
して取り組みを進めます。

　協働で取り組んだ市の障害者支援課には事業の周知
広報や関係機関との調整などを行っていただきました。
一民間団体ではこうした活動の輪を広げるのが難しい
ですが、市が持つネットワークを生かして市全域につ
ながりができていくことを実感しました。また、交流
イベントなどに参加する方も、市との協働事業だから
こそ安心して話ができるのかなと感じています。

　医療的ケア児者などが地域で暮らし続けるためには、
本人への支援はもちろん、家族のケアも重要であり、
心理的なサポートのため同じ立場にある家族同士の支
え合いを推進する必要があります。
　泉区を中心に本人や家族の支援に取り組んできたあ
いの実は豊富なノウハウを持っており、本市が協働し、
幅広いネットワークや関連施策と連携することで、支
援を全市的に展開し、より効果的な支援の実践につな
がっています。

　市民協働推進課☎214・1089、FAX211・5986問

詳しくは
こちら
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